
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和５年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイプラン
の成果指標を達成した教師80％以上

・学期ごとにマイプランの見直しを行い、各教科担当の成
果指標を達成する。
・「三瀬校スタイル」を基本とした学習指導の実践におい
て、今後に生かす振り返りの充実を図る。

・ ・ ・
学力向上コーディネーター
研究主任

○家庭学習の定着と充実
○「考え・伝え合い・ふりかえる」学びの場の
充実

・県学力調査、おおむね達成基準到達70％以
上
・「授業で考え、伝え合う言語活動を行うことがで
きた」と答える生徒80％以上
・「単元を通したワークシートから、自分の成長を
実感した」と答える生徒80％以上

・授業と場の工夫をし、思考を働かせる活動や対話的な
活動を確保する。
・単元計画、評価基準、ふりかえりを一目で見て分かる
「単元を通したワークシート」を全教科で作成し、教師と生
徒が具体的な評価基準を共有する。

・ ・ ・

学力向上コーディネーター
研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心を身に付ける
教育活動

・生徒に応じた指導内容を工夫し、「道徳や学級
活動は充実している」の設問に肯定的に答える
生徒80％以上
・「人権集会での話は自らの意識を高めた」
と答える生徒80％以上

・教師が高い人権意識をもち、学校生活全体を通し、道
徳や学級活動の教科指導にあたる。
・社会科担当と学級担任の連携を図り、差別について正
しく理解させることを通し、生徒の人権意識を高める。
・毎月１回人権集会を開き、教師による講話を実施する。

・ ・ ・

道徳教育推進教師
人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取
組の充実

・「生徒一人一人が持つ問題や悩みを気軽に相
談できる」と答える生徒80％以上
・教育相談アンケートを実施し、「学校は楽しい」
と答える生徒８０％以上

・いじめ未然防止のため、生徒一人一人が認められ、お
互いを大切にし、学級の一員として自覚できる学級づくり
を行うとともに規範意識の醸成に努める。
・定期教育相談を年２回実施する。気になる生徒につい
ては全職員で共有し、必要に応じてSC等に繋げる。
・毎月生活アンケートを実施し、生徒が抱える問題や悩
みを早期に発見・対応する。
・ＳＳＷやＳＣ等と連携し、必要に応じてケース会議を行
う。

・ ・ ・

生徒指導主事
教育相談担当

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするための教
育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した生徒90％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした生徒80％以上

・児童生徒の資質・能力を育む授業づくりに関する校内
研修等を実施する。
・体験活動では、生徒に活動の見通しと学びの振り返りを
行う活動を仕組む。また、生徒の出番・役割を保障し承認
するとともに、自己有用感を高める。
・授業だけでなく、教育活動全体で生徒指導の三機能を
生かした取り組みを実践する。

・ ・ ・

教務主任
各教科担当

○特別支援教育の充実 ○特別支援教育の充実の必要性について肯定
的な回答をした教員の割合を90%以上にする。

・特別支援教育校内研修会を年間６回開催し、教員のス
キルアップを図る。

・ ・ ・ 特別支援教育コーディネー
ター

●健康・体つくり

●「運動習慣の改善や定着化」
●「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成」

●授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週
間で４２０分以上の生徒80％以上
●「健康に良い食事をしている」と答える生徒
80％以上

・保健体育の授業において、健康の保持増進のためには
適切な運動、食事、睡眠、休養が必要であることを理解さ
せる。
・食に関する意識調査を実施し、栄養教諭と連携して、望
ましい食生活についての知識と実践力を育む。
・給食たよりや保健たよりを通して啓発を行う。
・運動部活動への加入や社会体育での活動を推進する。

・ ・ ・

保健体育主任
保健主事

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する教職員90％以上

・ノー部活デー、定時退勤日を設定（毎週水曜日）し遂行
する。
・業務データの一元化による校務の効率化。
・個人の業務内容の見直しと自己マネジメント力の向上。
・学校健康管理委員会を年3回開催し、勤務時間や年休
消化状況を把握し、自己管理の健康管理に努める。

・ ・ ・

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○志を高める教育

○ふるさと三瀬への郷土愛の育成
○環境教育への関心の向上

・「三瀬を誇りに思う」と答える生徒80％以上
・「SDG'Sや環境ISOに取り組めた」と答える生徒
90％以上

・三瀬の自然や生活、社会とかかわる体験活動につい
て、計画・体験・まとめ・振り返りの活動を行い、生徒の主
体性を育てる。
・生徒会を中心に学期ごとに環境教育について再確認さ
せ、年度末に環境ISOの実践報告を行わせる。

・ ・ ・

総合的な学習の時間担当
キャリア教育担当

○小中一貫教育

○小中合同行事の充実 ・小中合同の行事、体験活動が「自分のために
なっている」という生徒90％以上

・行事や体験活動において、生徒が主体的に企画・運営
を行う機会を設定する。

・ ・ ・
教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・
・
・

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・コロナが終息の気配があったが、これまで対応として削減や短縮してきた様々な行事を、以前のように戻すことを考えた場合、自粛期間が長すぎたためスムーズに対応できるかが課題である。この機会を生かし、内容の精選を行い、行事を通して生徒の育成を図る。

・小さな学校ならではの長所である「個に対応した学習指導」にさらに磨きをかけ、一人一台端末の利活用をはじめ、効率的に理解を深めることができる学力向上を目指していく。

・小中一貫教育校として、小学校との連絡・研修を密にし、９年間を見通した学習面および生活面の連携方法を表に示し、徹底を図っていく。

２　学校教育目標 ふるさとを愛し、自信と誇りをもち、未来を拓く子どもの育成　

３　本年度の重点目標

①９年間の学びをつなぐ小中一貫教育の取り組み　　　　　　　　　②学力の向上と自己教育力の育成

③一人一人を大切にする教育の推進　　　　　　　　　　　　　　　④豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

⑤国際化・情報化に対応した教育の推進　　　　　　　　　　　　　⑥教師の資質向上と働き方改革

学校名 佐賀市立三瀬中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


